
回転式仕切弁の安全クラッチ 

#MSK/MELS/MSL #MELS2 #MST #MST2 

 

石炭バンカーか、穀物サイロか、代替燃料(木質ペレットなど)の貯蔵庫か、セメント工場のような貯蔵環境であるかは関係なく、

バルク材の大きな貯蔵庫への積み降ろしは、一見複雑に見えるかもしれません。

 

 

貯蔵庫に積み込むときと、降ろすときでは、課題が異なります。

第 1 に、モノを輸送し続けることが重要です。貯蔵庫が大きけ

れば大きいほど、貯蔵庫の出口にかかる圧力も大きくなります。

しかし、重要なのは流動挙動であり、これはバルク材の種類に

よって完全に異なります。液体と比べて、貯蔵庫中のバルク材

の線形圧力の増加はありません。ここでは、回転式仕切弁が必

要な流出量の制御を担っています。仕切弁は砂利
．．

用の仕切弁と

しても知られており、その機能は回転ポンプに似ています。回

転式仕切弁は通常、材料貯蔵庫の出入口にフランジが付けられ、

フランジが材料の入出力をします。基本的な機能原理は非常に

単純です。ハウジング内のロータは電気機械的にコントロール

されます。ロータ上には回転方向に平行な薄板金属が一定の角

距離で取り付けられており、これがロータセルとなります。圧

力と重力によって、材料は、仕切弁の入力側を通り、貯蔵庫の

出力側からロータセル内に落下します。ロータの回転とその結

果生じる遠心力によって、材料は仕切弁の出力側でロータセル

から解放されます。バルク材の流量はロータの回転速度とセル

の大きさによって正確に制御できます。より複雑な用途では、

回転式仕切弁が同時にエアシールを形成します。例えば、チャ

ンバーミルは、減圧下で使用されることも多くあります。回転

式仕切弁はこの役割も担うので、空気が混じってしまうことは

最小限に抑えられます。 

 

設備故障や設備停止からの保護                             

搬送される材料によっては、固まった

り、異物が侵入したりして、ロータが固

着することがあります。このような状況

は必然的に始動トルクの大幅な増加に

つながり、歯車や仕切弁ロータの故障の

原因となることがあります。これは、生産性が低下するだけで

なく、故障した駆動部品を交換するために不必要なコストがか

かることになります。しかし R+W は、このような状況を完璧

に防ぐことができます。安全クラッチ MELS2 タイプがおすす

めです。 

MELS2 は、標準的なジョーカップリ

ングのハブが使用されています。ハブ

の間には、異なるショア硬さが選択可

能で、駆動被動間のミスアライメント

を許容する柔軟なエラストマインサー

トがあります。しかし片方のハブには、予圧を与えたばねを利

用したボールソケット式の安全クラッチ機能を備えており、バ

ックラッシが発生しないようになっています。クラッチボール

がカップリングの本体に支えられており、特殊な皿ばねが動力

伝達の基盤となります。伝達されるトルクが設定トルク値に達

すると、エンジンとギアの間の動力は、ミリ秒以内に完全に遮

断されます。 

カップリングの遮断トルクは、お客様のご要望に基づいてあ

らかじめ設定されており、調整範囲内であれば必要に応じてい

つでも簡単に再調整できます。様々なサイズをご用意している

ため、目的に合わせて柔軟に調整が可能です。遮断トルクは、

呼びトルクとタイプによって、1～から 1,800N･m に対応可能

です。 

手動で再連結するフリーホイール型の他に、MELS2 には 3

つの遮断タイプがあります。「原点復帰型」は遮断後、被動側に

かかるトルクが許容トルク以下になると、自動的に再連結しま

す。再連結位置は 1 点のみで、ちょうど 360°回転したところ

で自動的に再連結します。インデックス型も同様に機能します

が、再連結位置は１か所ではなく 60°ごとの 6 か所あり、オプ

ションで 30°、45°、90°、120°ごとの再連結も対応可能です。

負荷保持型には、トルク過負荷が発生した際に駆動被動間が一

定の角度回転後、負荷を維持する機能があります。 

 

重工業分野向け安全クラッチ                               

高トルク用途には MST2 をお勧めして

おります。原理的には、この安全クラッ

チは前述したものと同様の仕組みです

が、200～165,000N･m の遮断トルク

に対応しています。従来は、シャーピン



カップリングが多く使用されていましたが、現在は MST2 が制

御可能な信頼性の高い緊急停止装置として動作します。また、

メンテナンス費用が極めて低く、取り扱いが簡単であるという

メリットがあります。設備故障により動力が遮断された後は、

カップリングを元の位置に戻すだけです。カップリングに組み

込まれたトルクモジュールをプラスチックハンマーで叩くと、

カップリングはすぐにお使いいただけるようになります。従来

のシャーピンカップリングや流体継手と比べて、ピン、オイル、

特別なポンプなどの追加の消耗品は必要ありません。したがっ

て、特別な資格のない担当者も素早く、簡単に再連結を行うこ

とができるのです。 

さらに、オプションで MELS 2 と MST2 は、状態をモニター

することもできます。カップリングが遮断されると、移動リン

グは軸方向に移動します。この機械な移動は、別途設けた近接

スイッチによって検出することができます。MELS2 と MST 2

はコンパクトな設計にもかかわらず、過酷な環境にも対応して

います。特殊ベアリング、追加シール、ハイグレード鋼、ATEX

環境対応設計などのオプション機能により、この安全クラッチ

はあらゆる環境の駆動装置に適した安全装置となるでしょう。 

最初に述べた回転式仕切弁の例についてもそうでしたが、一

般的にどの遮断タイプが適切か、またどのようなオプションが

必要かを判断することはできません。適切なカップリングを選

択するには、メーカの経験と専門知識が頼りです。R+W の営

業担当者は世界中におり、世界中どこにいても適切な製品選定

をお手伝いできます。 
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